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障害者団体に対するヒアリングについて 

 

団体名 社団法人全国脊髄損傷者連合会  

 

 地域の就労支援の在り方を検討するに当たって、以下の質問について、下記の枠内

に簡潔にお答えください。なお、参考資料を添付する場合であっても、ご回答は枠内

に記載していただくよう、お願いします。 

 

① 求職活動を行うに当たって、各就労支援機関に求めること（支援等）はなんです

か。 

障害者の個別状況に応じた合理的配慮を講じること 

 求職活動において、個々の障害当事者の個別状況を把握し、合理的配慮を講じる

ことが支援機関に求められる。 

 具体的には、募集、採用、職場環境、情報、コミュニケーション、労働時間、休

憩時間、休日、通院等で合理的配慮 

 

 

 

 

 

 

② 企業において継続して働き続けるために、各就労支援機関に求めること（支援等）

はなんですか。 

企業側で上記と同様な合理的配慮が講じられているかをチェックし、必要に応じて

合理的配慮を講じることを企業に促し、場合によっては勧告する。 
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③ ①及び②のほか、各就労支援機関に求めること（支援等）はなんですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 上記のほか、ご意見等があればお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、ご協力ありがとうございました。 
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（参考資料３） 
 

現在までの就労状況 

 

・ ハローワークからの紹介の時点では「始めはパート契約だがゆくゆくは正社員に」と言

う話だった。 

 

・ 面接時も正社員希望である事は面接官に伝え、「すぐには出来ないがゆくゆくは」と言

う話だった。 

 

・ 入社して２年が経ったころ人事部に正社員の話をするが「現在は景気が悪く、業績も悪

いので待って欲しい」との事。 

 

・ ５年目、一向に正社員の話がないので人事部に再度話をすると「そんな話はしていない」

と返される。 

 

・ ハローワークと労働基準監督署に相談するがどちらも回答は「心情的には解るが、法律

的にはパートでも直接雇用であり、最低賃金も守っている為、法的にはなんの問題もな

く、またハローワークや労働基準監督署は法的に問題がない限り、関与する事は出来ず

法的効力も持っていない。」 

 

・ ハローワークと労働基準監督署の担当者からは「障害者雇用枠からの入社後、この様な

トラブルはとても多く相談は後を絶たない、直接雇用してしまえば実態がアルバイトで

もパートでも正社員でも関係なく法的にはクリアーでき補助金も企業は受け取れる、法

律の抜け穴なのです。」 

 

・ 現在も状況は改善されていない。 
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